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(57)【要約】
【課題】バネがオーバーチャージされ且つ後幕が開放位
置に存在する状態と、バネがオーバーチャージされ且つ
後幕が閉鎖位置に存在する状態との双方の状態を実現す
るに際して、省電力化を図ることが可能なシャッタ装置
およびそれに関連する技術を提供する。
【解決手段】チャージ部材８３は、第２駆動部材８２の
移動を抑止しつつ第１駆動部材８１を移動して、後幕に
よる開口部の閉鎖状態を維持しつつ第１付勢力付与手段
をオーバーチャージする（第１のセット状態ＳＴ１１）
。また、チャージ部材８３は、第２駆動部材８２の移動
抑止を解除して第２駆動部材８２を移動させ、第１付勢
力付与手段をオーバーチャージしつつ後幕による開口部
の開放状態を形成する（第２のセット状態）。第１のセ
ット状態および第２のセット状態との双方において、チ
ャージ部材８３は第１駆動部材８１に接触して第１駆動
部材８１の移動を抑止する。
【選択図】図１６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像装置であって、
　撮像素子と、
　前記撮像素子よりも被写体側に配置されるシャッタ装置と、
を備え、
　前記シャッタ装置は、
　　露光開始位置から露光終了位置へと走行して露光用の開口部を覆う後幕と、
　　前記後幕を露光開始位置から露光終了位置へと走行させる第１駆動部材と、
　　前記後幕を前記露光終了位置から前記露光開始位置へと走行させる第２駆動部材と、
　　前記露光開始位置から前記露光終了位置へ向かう第１の向きに前記後幕を移動させる
第１付勢力を、前記第１駆動部材に付与する第１付勢力付与手段と、
　　前記第１駆動部材を所定の向きに移動し第１付勢力付与手段をオーバーチャージして
前記第１付勢力を増大させるチャージ部材と、
を有し、
　前記チャージ部材は、
　　前記第２駆動部材の移動を抑止しつつ前記第１駆動部材を前記所定の向きに移動して
、前記後幕による前記開口部の閉鎖状態を維持しつつ前記第１付勢力付与手段をオーバー
チャージして前記シャッタ装置を第１のセット状態に移行させるとともに、前記第１のセ
ット状態においては前記第１駆動部材に接触して前記第１駆動部材の移動を抑止し、
　　前記後幕による前記開口部の閉鎖状態において前記第１駆動部材を前記所定の向きに
移動しつつ前記第２駆動部材の移動抑止を解除して前記第２駆動部材を移動させ、前記第
１付勢力付与手段をオーバーチャージしつつ前記後幕による前記開口部の開放状態を形成
して前記シャッタ装置を第２のセット状態に移行させるとともに、前記第２のセット状態
においては前記第１駆動部材に接触して前記第１駆動部材の移動を抑止する、撮像装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記シャッタ装置は、
　　前記後幕を前記第１の向きとは逆の向きである第２の向きに移動させる第２付勢力を
、前記第２駆動部材に付与する第２付勢力付与手段、
をさらに有し、
　前記第１のセット状態への遷移に際しては、前記チャージ部材が前記第２駆動部材に係
合し前記第２付勢力による前記第２駆動部材の移動が抑止されて前記後幕が前記露光終了
位置に維持され、
　前記第２のセット状態への遷移に際しては、前記チャージ部材が前記第１駆動部材を支
持したまま前記チャージ部材と前記第２駆動部材との係合が解除され、前記第２駆動部材
が前記第２付勢力によって移動し、前記後幕が前記露光開始位置に移動される、撮像装置
。
【請求項３】
　請求項２に記載の撮像装置において、
　前記チャージ部材は、所定の中心軸を中心に回動し、
　前記第１のセット状態への遷移に際しては、前記チャージ部材の係合部が前記第２駆動
部材の円弧状突出部に沿って移動しつつ当該円弧状突出部を係止し、前記第２付勢力によ
る前記第２駆動部材の移動が抑止されて前記後幕が前記露光終了位置に維持され、
　前記円弧状突出部は、前記所定の中心軸を中心とする円弧に沿って設けられている、撮
像装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の撮像装置において、
　前記第２のセット状態への遷移に際しては、前記チャージ部材が前記所定の中心軸を中
心に前記第１のセット状態からさらに所定角度回転し前記係合部と前記円弧状突出部との
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係合状態が解除されて前記チャージ部材による前記第２駆動部材の係止が解除され、前記
第２駆動部材が前記第２付勢力によって移動し、前記後幕が前記露光開始位置に移動され
る、撮像装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記開口部を通過して前記撮像素子に到達した被写体像に関する時系列の画像を順次に
表示する表示手段、
をさらに備え、
　光学ファインダによる構図決め動作時には、前記シャッタ装置は前記第１のセット状態
を有し、
　前記表示手段に表示される前記時系列の画像を用いた構図決め動作時には、前記シャッ
タ装置は前記第２のセット状態を有する、撮像装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記シャッタ装置の動作を制御する制御手段、
をさらに備え、
　前記シャッタ装置は、
　　前記第１駆動部材を吸着して前記第１駆動部材の移動を抑止することが可能な電磁石
、
をさらに有し、
　前記制御手段は、前記第２のセット状態において、前記電磁石に対する通電を開始し前
記第１駆動部材を吸着して前記第１駆動部材の移動を抑止しつつ、前記チャージ部材を移
動して前記第１駆動部材に対する支持を解除するとともに前記チャージ部材を所定の退避
位置に移動させ、その後に前記電磁石に対する通電を停止して前記第１駆動部材を前記第
１付勢力付与手段による前記第１付勢力で移動するとともに前記第２駆動部材をも移動し
て、前記後幕を前記露光開始位置から前記露光終了位置へと走行させる、撮像装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の撮像装置において、
　撮影指令を受け付ける入力手段、
をさらに備え、
　前記電磁石に対する通電は、前記撮影指令の入力に応じて開始される、撮像装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記撮像素子内の画素の読出処理を制御する読出制御手段、
をさらに備え、
　前記読出制御手段は、前記撮像素子における露光完了時から前記第１のセット状態への
移行完了時までの期間において、前記開口部の閉鎖状態が維持された状態で、前記第１付
勢力付与手段によるオーバーチャージ動作に並行して前記読出処理を実行する、撮像装置
。
【請求項９】
　シャッタ装置であって、
　露光開始位置から露光終了位置へと走行して露光用の開口部を覆う後幕と、
　前記後幕を露光開始位置から露光終了位置へと走行させる第１駆動部材と、
　前記後幕を前記露光終了位置から前記露光開始位置へと走行させる第２駆動部材と、
　前記露光開始位置から前記露光終了位置へ向かう第１の向きに前記後幕を移動させる第
１付勢力を、前記第１駆動部材に付与する第１付勢力付与手段と、
　前記第１駆動部材を所定の向きに移動し第１付勢力付与手段をオーバーチャージして前
記第１付勢力を増大させるチャージ部材と、
を備え、
　前記チャージ部材は、
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　　前記第２駆動部材の移動を抑止しつつ前記第１駆動部材を前記所定の向きに移動して
、前記後幕による前記開口部の閉鎖状態を維持しつつ前記第１付勢力付与手段をオーバー
チャージして前記シャッタ装置を第１のセット状態に移行させるとともに、前記第１のセ
ット状態においては前記第１駆動部材に接触して前記第１駆動部材の移動を抑止し、
　　前記後幕による前記開口部の閉鎖状態において前記第１駆動部材を前記所定の向きに
移動しつつ前記第２駆動部材の移動抑止を解除して前記第２駆動部材を移動させ、前記第
１付勢力付与手段をオーバーチャージしつつ前記後幕による前記開口部の開放状態を形成
して前記シャッタ装置を第２のセット状態に移行させるとともに、前記第２のセット状態
においては前記第１駆動部材に接触して前記第１駆動部材の移動を抑止する、シャッタ装
置。
【請求項１０】
　撮像装置であって、
　撮像素子と、
　前記撮像素子よりも被写体側に配置されるシャッタ装置と、
を備え、
　前記シャッタ装置は、
　　露光開始位置から露光終了位置へと走行して露光用の開口部を覆う後幕と、
　　第１付勢力付与手段による第１付勢力が付与されており、前記第１付勢力によって前
記後幕を前記露光開始位置から前記露光終了位置へと走行させる第１駆動部材と、
　　前記第１駆動部材とともに移動して前記後幕を前記露光開始位置から前記露光終了位
置へと走行させる一方で、前記第１駆動部材とは独立に移動して前記後幕を前記露光終了
位置から前記露光開始位置へと走行させる第２駆動部材と、
　　前記第１駆動部材を所定の向きに移動させて前記第１付勢力付与手段をオーバーチャ
ージし、前記第１付勢力を増大させるチャージ部材と、
を有し、
　前記チャージ部材は、
　　前記第２駆動部材の移動を抑止しつつ前記第１駆動部材を前記所定の向きに移動して
、前記後幕による前記開口部の閉鎖状態を維持しつつ前記第１付勢力付与手段をオーバー
チャージして前記シャッタ装置を第１のセット状態に移行させるとともに、前記第１のセ
ット状態においては前記第１駆動部材に接触して前記第１駆動部材の移動を抑止し、
　　前記第１のセット状態への移行後において前記第２駆動部材の移動抑止を解除して前
記第２駆動部材を移動させ、前記後幕による前記開口部の開放状態を形成しつつ前記第１
付勢力付与手段のオーバーチャージ状態を維持して前記シャッタ装置を第２のセット状態
に移行させるとともに、前記第２のセット状態においては前記第１駆動部材に接触して前
記第１駆動部材の移動を抑止する、撮像装置。
【請求項１１】
　シャッタ装置であって、
　露光開始位置から露光終了位置へと走行して露光用の開口部を覆う後幕と、
　第１付勢力付与手段による第１付勢力が付与されており、前記第１付勢力によって前記
後幕を前記露光開始位置から前記露光終了位置へと走行させる第１駆動部材と、
　前記第１駆動部材とともに移動して前記後幕を前記露光開始位置から前記露光終了位置
へと走行させる一方で、前記第１駆動部材とは独立に移動して前記後幕を前記露光終了位
置から前記露光開始位置へと走行させる第２駆動部材と、
　前記第１駆動部材を所定の向きに移動させて前記第１付勢力付与手段をオーバーチャー
ジし、前記第１付勢力を増大させるチャージ部材と、
を備え、
　前記チャージ部材は、
　　前記第２駆動部材の移動を抑止しつつ前記第１駆動部材を前記所定の向きに移動して
、前記後幕による前記開口部の閉鎖状態を維持しつつ前記第１付勢力付与手段をオーバー
チャージして前記シャッタ装置を第１のセット状態に移行させるとともに、前記第１のセ
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ット状態においては前記第１駆動部材に接触して前記第１駆動部材の移動を抑止し、
　　前記第１のセット状態への移行後において前記第２駆動部材の移動抑止を解除して前
記第２駆動部材を移動させ、前記後幕による前記開口部の開放状態を形成しつつ前記第１
付勢力付与手段のオーバーチャージ状態を維持して前記シャッタ装置を第２のセット状態
に移行させるとともに、前記第２のセット状態においては前記第１駆動部材に接触して前
記第１駆動部材の移動を抑止する、シャッタ装置。
【請求項１２】
　撮像装置であって、
　撮像素子と、
　前記撮像素子よりも被写体側に配置されるシャッタ装置と、
を備え、
　前記シャッタ装置は、
　　露光開始位置から露光終了位置へと走行して露光用の開口部を覆う後幕と、
　　第１付勢力付与手段による第１付勢力が付与されており、前記第１付勢力によって前
記後幕を前記露光開始位置から前記露光終了位置へと走行させる第１駆動部材と、
　　前記第１駆動部材とともに移動して前記後幕を前記露光開始位置から前記露光終了位
置へと走行させる一方で、前記第１駆動部材とは独立に移動して前記後幕を前記露光終了
位置から前記露光開始位置へと走行させる第２駆動部材と、
　　前記第１駆動部材を所定の向きに移動させて前記第１付勢力付与手段をオーバーチャ
ージし、前記第１付勢力を増大させるチャージ部材と、
を有し、
　前記チャージ部材は、
　　前記第２駆動部材の移動を抑止しつつ前記第１駆動部材を前記所定の向きに移動して
、前記後幕による前記開口部の閉鎖状態を維持しつつ前記第１付勢力付与手段をオーバー
チャージして前記シャッタ装置を第１のセット状態に移行させ、
　　前記第１のセット状態への移行後において前記第２駆動部材の移動抑止を解除して前
記第２駆動部材を移動させ、前記後幕による前記開口部の開放状態を形成しつつ前記第１
付勢力付与手段のオーバーチャージ状態を維持して前記シャッタ装置を第２のセット状態
に移行させるとともに、前記第２のセット状態においては前記第１駆動部材に接触して前
記第１駆動部材の移動を抑止する、撮像装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の撮像装置において、
　前記撮像素子内の画素の読出処理を制御する読出制御手段、
をさらに備え、
　前記読出制御手段は、前記撮像素子における露光完了時から前記第１のセット状態への
移行完了時までの期間において、前記開口部の閉鎖状態が維持された状態で、前記第１付
勢力付与手段によるオーバーチャージ動作に並行して前記読出処理を実行する、撮像装置
。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の撮像装置において、
　前記開口部を通過して前記撮像素子に到達した被写体像に関する時系列の画像を順次に
表示する表示手段、
をさらに備え、
　前記表示手段に表示される前記時系列の画像を用いた構図決め動作時には、前記シャッ
タ装置は前記第２のセット状態を有する、撮像装置。
【請求項１５】
　シャッタ装置であって、
　露光開始位置から露光終了位置へと走行して露光用の開口部を覆う後幕と、
　第１付勢力付与手段による第１付勢力が付与されており、前記第１付勢力によって前記
後幕を前記露光開始位置から前記露光終了位置へと走行させる第１駆動部材と、
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　前記第１駆動部材とともに移動して前記後幕を前記露光開始位置から前記露光終了位置
へと走行させる一方で、前記第１駆動部材とは独立に移動して前記後幕を前記露光終了位
置から前記露光開始位置へと走行させる第２駆動部材と、
　前記第１駆動部材を所定の向きに移動させて前記第１付勢力付与手段をオーバーチャー
ジし、前記第１付勢力を増大させるチャージ部材と、
を備え、
　前記チャージ部材は、
　　前記第２駆動部材の移動を抑止しつつ前記第１駆動部材を前記所定の向きに移動して
、前記後幕による前記開口部の閉鎖状態を維持しつつ前記第１付勢力付与手段をオーバー
チャージして前記シャッタ装置を第１のセット状態に移行させ、
　　前記第１のセット状態への移行後において前記第２駆動部材の移動抑止を解除して前
記第２駆動部材を移動させ、前記後幕による前記開口部の開放状態を形成しつつ前記第１
付勢力付与手段のオーバーチャージ状態を維持して前記シャッタ装置を第２のセット状態
に移行させるとともに、前記第２のセット状態においては前記第１駆動部材に接触して前
記第１駆動部材の移動を抑止する、シャッタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シャッタ装置、および当該シャッタ装置を用いた撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮像装置に用いられるシャッタ装置として、先羽根群と後羽根群とを同一方向へ順次移
動し、両羽根群の間に形成されるスリットにより露光動作を行うシャッタ装置が存在する
。当該シャッタ装置においては、先羽根群と当該先羽根群に回転結合されたアーム部材と
当該アーム部材を駆動する先羽根用駆動部材とが設けられ、当該先羽根群が駆動される。
また、同様に、後羽根群と当該後羽根群に回転結合されたアーム部材と当該アーム部材を
駆動する後羽根用駆動部材とが設けられ、当該後羽根群が駆動される。なお、以下では、
主に後羽根群の動作について説明する。
【０００３】
　例えば、特許文献１に記載のシャッタ装置（以下、「第１の従来技術」とも称する）に
おいては、所定のセット部材（チャージ部材とも称する）が所定の駆動部によって駆動さ
れると、この駆動動作に応じて後羽根用駆動部材が回転する。当該後羽根用駆動部材には
、所定方向に付勢された状態のバネ（弾性エネルギーがチャージされたバネ）が結合され
る。このバネは、或る方向に変形させることによって、当該所定方向への付勢力をさらに
増大させること（「オーバーチャージ」とも称する）が可能なバネである。具体的には、
所定のセット部材が所定方向に回転移動すると、バネがオーバーチャージされる。
【０００４】
　また、オーバーチャージ後において、後羽根用駆動部材が電磁石により吸着されること
によって、後羽根用駆動部材の回転移動は抑止される。さらに、セット部材が元の位置に
復帰した後（退避後）に、電磁石への通電を停止することによって当該付勢力の抑止状態
が解除されると、バネによる付勢力によって後羽根用駆動部材が高速に駆動される。後羽
根用駆動部材にはアーム部材を介して後羽根群（シャッタの後幕）が連結されており、後
羽根用駆動部材の駆動に応じて後羽根群がシャッタ開口部の開放位置から閉鎖位置へと高
速に移動する。このようにして、オーバーチャージされたバネの付勢力によって後羽根用
駆動部材が回動し、当該後羽根用駆動部材の回動動作に応じて後羽根群（シャッタの後幕
）の閉鎖動作が実行される。
【０００５】
　この第１の従来技術に係るシャッタ装置においては、セット部材が或る位置から別の位
置に移動することによって、後羽根用駆動部材が或る方向に回動すると、バネがオーバー
チャージされる。また、当該後羽根用駆動部材が当該方向（同方向）に回動すると、後羽
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根群は開放位置へと移動される。すなわち、後羽根用駆動部材の回動動作に伴って、バネ
のオーバーチャージ動作と後羽根郡の開放動作とが同時に行われる。このため、バネのオ
ーバーチャージ状態では必ず後羽根群が開放位置に存在し、バネのオーバーチャージ状態
で後羽根群を閉鎖位置に存在させることはできない。
【０００６】
　一方、第１の従来技術とは異なる構成のシャッタ装置も存在する。例えば、特許文献２
に記載のシャッタ装置（以下、「第２の従来技術」とも称する）においては、後羽根群の
駆動系として、後羽根用駆動部材に加えて、後羽根用作動部材が設けられている。
【０００７】
　後羽根用駆動部材はオーバーチャージ用のバネに結合されており、後羽根用作動部材は
アーム部材を介して後羽根群に結合されている。そして、セット部材は後羽根用駆動部材
を所定位置にまで回転させてバネをオーバーチャージした後、セット部材は後羽根用駆動
部材を機械的に支持する。
【０００８】
　また、後羽根用作動部材は、後羽根用駆動部材と同軸を中心に回動するが、後羽根用駆
動部材とは独立に回動可能である。具体的には、後羽根用駆動部材がオーバーチャージ動
作のために回動するときには、後羽根用作動部材はセット部材の一部と接触し、後羽根用
作動部材の回転動作が阻害される。その結果、後羽根用駆動部材のみが回転し、後羽根用
作動部材は回転しない。したがって、後羽根用作動部材に連結されている後羽根は、閉鎖
位置に存在し続けることが可能である。このように、第２の従来技術によれば、後羽根群
を閉鎖位置に維持したままバネをオーバーチャージすることが可能である。また、このオ
ーバーチャージ状態において、セット部材は後羽根用駆動部材を機械的に支持することも
可能である。
【０００９】
　その後、電磁石に対する通電が開始され当該電磁石による後羽根用駆動部材の吸着保持
が開始された後に、セット部材が移動され当該セット部材と後羽根用作動部材との接触が
解除される。この解除動作に応じて、後羽根用作動部材が回転し、後羽根群が開放位置に
移動する。このようにして、オーバーチャージ状態を維持したまま、後羽根群を開放位置
に移動させることが可能である。ただし、この状態においては、セット部材は後羽根用駆
動部材を機械的に支持しない。
【００１０】
【特許文献１】特開２００１－２１５５５５号公報
【特許文献２】特開平１１－９５２８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ところで、ライブビュー撮影が可能な撮像装置の中には、電子ビューファインダ（ＥＶ
Ｆ）を用いたライブビューモードと観察光学系による光学的ファインダ（ＯＶＦ）を用い
たＯＶＦモードとを切り換えることが可能なものが存在する。
【００１２】
　このような撮像装置では、例えば、一方のライブビューモードにおいてはシャッタ幕が
開放され、他方のＯＶＦモードにおいてはシャッタ幕が閉鎖される。
【００１３】
　また、近年、撮像装置において、シャッタ装置の先幕と後幕とのうちの先幕を電子的な
動作（撮像素子における１ラインごとの順次リセット動作等）に置き換えるものも存在す
る。
【００１４】
　仮に、このような撮像装置に上記の第１の従来技術に係るシャッタ装置のうちの後幕の
みを用いる場合を想定する。この場合、後羽根用駆動部材と後羽根群とが一体的に動作す
るため、後羽根用駆動部材を或る方向に回動させてバネをオーバーチャージしようとする
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と当該回動に応じて後羽根群も開放位置へと移動する。したがって、オーバーチャージ状
態でシャッタ幕（後幕）を閉鎖しておくことができない。
【００１５】
　そのため、例えば、光学的ファインダによる構図決め動作を行う際に、シャッタ幕を閉
鎖したままオーバーチャージ動作を実行することなどができない。あるいは、後述するよ
うに、撮像素子５の露光完了直後においてシャッタ幕を閉鎖したまま撮像素子５から画素
情報を読み出しつつ、更にオーバーチャージ動作を並列的に実行することができない。
【００１６】
　一方、このような撮像装置に上記の第２の従来技術に係るシャッタ装置のうちの後幕の
みを用いれば、オーバーチャージ状態でシャッタ幕（後幕）を閉鎖することと、オーバー
チャージ状態でシャッタ幕（後幕）を開放することとの双方を実現することが可能である
。
【００１７】
　ただし、上記の第２の従来技術を利用する場合には、後羽根群が開放位置に存在する状
態では、セット部材は後羽根用駆動部材を機械的に支持していない。換言すれば、機械的
な支持力で後羽根群を開放位置に維持することは不可能である。そのため、当該状態を維
持するには電磁石への通電を継続することが求められる。すなわち、電磁石へ通電して後
羽根用駆動部材を磁力によって吸着して保持することによってのみ、後羽根群を開放位置
に維持することが可能である。
【００１８】
　そのため、例えば、ライブビューモードを有する撮像装置において第２の従来技術を利
用するときには、ライブビューモードにおいて、オーバーチャージ状態にされ且つ後幕が
開放された後に、電磁石に通電して当該後幕の開放状態を維持することが求められる。し
かしながら、ライブビューモードにおけるシャッタ幕（後幕）の開放期間において電磁石
への通電を継続することは、省電力化の観点からは望ましくない。
【００１９】
　そこで、本発明は、バネがオーバーチャージされ且つ後幕が開放位置に存在する状態と
、バネがオーバーチャージされ且つ後幕が閉鎖位置に存在する状態との双方の状態を実現
するに際して、省電力化を図ることが可能なシャッタ装置およびそれに関連する技術を提
供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明の第１の側面は、シャッタ装置および撮像装置であって、露光開始位置から露光
終了位置へと走行して露光用の開口部を覆う後幕と、前記後幕を露光開始位置から露光終
了位置へと走行させる第１駆動部材と、前記後幕を前記露光終了位置から前記露光開始位
置へと走行させる第２駆動部材と、前記露光開始位置から前記露光終了位置へ向かう第１
の向きに前記後幕を移動させる第１付勢力を、前記第１駆動部材に付与する第１付勢力付
与手段と、前記第１駆動部材を所定の向きに移動し第１付勢力付与手段をオーバーチャー
ジして前記第１付勢力を増大させるチャージ部材とを備え、前記チャージ部材は、前記第
２駆動部材の移動を抑止しつつ前記第１駆動部材を前記所定の向きに移動して、前記後幕
による前記開口部の閉鎖状態を維持しつつ前記第１付勢力付与手段をオーバーチャージし
て前記シャッタ装置を第１のセット状態に移行させるとともに、前記第１のセット状態に
おいては前記第１駆動部材に接触して前記第１駆動部材の移動を抑止し、前記後幕による
前記開口部の閉鎖状態において前記第１駆動部材を前記所定の向きに移動しつつ前記第２
駆動部材の移動抑止を解除して前記第２駆動部材を移動させ、前記第１付勢力付与手段を
オーバーチャージしつつ前記後幕による前記開口部の開放状態を形成して前記シャッタ装
置を第２のセット状態に移行させるとともに、前記第２のセット状態においては前記第１
駆動部材に接触して前記第１駆動部材の移動を抑止するものである。
【００２１】
　本発明の第２の側面は、シャッタ装置および撮像装置であって、露光開始位置から露光
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終了位置へと走行して露光用の開口部を覆う後幕と、第１付勢力付与手段による第１付勢
力が付与されており、前記第１付勢力によって前記後幕を前記露光開始位置から前記露光
終了位置へと走行させる第１駆動部材と、前記第１駆動部材とともに移動して前記後幕を
前記露光開始位置から前記露光終了位置へと走行させる一方で、前記第１駆動部材とは独
立に移動して前記後幕を前記露光終了位置から前記露光開始位置へと走行させる第２駆動
部材と、前記第１駆動部材を所定の向きに移動させて前記第１付勢力付与手段をオーバー
チャージし、前記第１付勢力を増大させるチャージ部材とを備え、前記チャージ部材は、
前記第２駆動部材の移動を抑止しつつ前記第１駆動部材を前記所定の向きに移動して、前
記後幕による前記開口部の閉鎖状態を維持しつつ前記第１付勢力付与手段をオーバーチャ
ージして前記シャッタ装置を第１のセット状態に移行させるとともに、前記第１のセット
状態においては前記第１駆動部材に接触して前記第１駆動部材の移動を抑止し、前記第１
のセット状態から前記第２駆動部材の移動抑止を解除して前記第２駆動部材を移動させ、
前記後幕による前記開口部の開放状態を形成しつつ前記第１付勢力付与手段のオーバーチ
ャージ状態を維持して前記シャッタ装置を第２のセット状態に移行させるとともに、前記
第２のセット状態においては前記第１駆動部材に接触して前記第１駆動部材の移動を抑止
するものである。
【００２２】
　本発明の第３の側面は、シャッタ装置および撮像装置であって、露光開始位置から露光
終了位置へと走行して露光用の開口部を覆う後幕と、第１付勢力付与手段による第１付勢
力が付与されており、前記第１付勢力によって前記後幕を前記露光開始位置から前記露光
終了位置へと走行させる第１駆動部材と、前記第１駆動部材とともに移動して前記後幕を
前記露光開始位置から前記露光終了位置へと走行させる一方で、前記第１駆動部材とは独
立に移動して前記後幕を前記露光終了位置から前記露光開始位置へと走行させる第２駆動
部材と、前記第１駆動部材を所定の向きに移動させて前記第１付勢力付与手段をオーバー
チャージし、前記第１付勢力を増大させるチャージ部材とを備え、前記チャージ部材は、
前記第２駆動部材の移動を抑止しつつ前記第１駆動部材を前記所定の向きに移動して、前
記後幕による前記開口部の閉鎖状態を維持しつつ前記第１付勢力付与手段をオーバーチャ
ージして前記シャッタ装置を第１のセット状態に移行させ、前記第１のセット状態への移
行後において前記第２駆動部材の移動抑止を解除して前記第２駆動部材を移動させ、前記
後幕による前記開口部の開放状態を形成しつつ前記第１付勢力付与手段のオーバーチャー
ジ状態を維持して前記シャッタ装置を第２のセット状態に移行させるとともに、前記第２
のセット状態においては前記第１駆動部材に接触して前記第１駆動部材の移動を抑止する
ものである。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、バネがオーバーチャージされ且つ後幕が開放位置に存在する状態と、
バネがオーバーチャージされ且つ後幕が閉鎖位置に存在する状態との双方の状態を、電磁
石への通電を伴わずに実現することが可能である。したがって、省電力化を図ることがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２５】
　　＜１．構成概要＞
　図１および図２は、本発明の実施形態に係る撮像装置１の外観構成を示す図である。こ
こで、図１は、撮像装置１の正面外観図であり、図２は、撮像装置１の背面外観図である
。この撮像装置１は、レンズ交換式一眼レフレックスタイプのデジタルカメラとして構成
されている。
【００２６】
　図１に示すように、撮像装置１は、カメラ本体部（カメラボディ）２を備えている。こ
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のカメラ本体部２に対して、交換式の撮影レンズユニット（交換レンズ）３が着脱可能で
ある。
【００２７】
　撮影レンズユニット３は、主として、鏡胴３ｃならびに鏡胴３ｃの内部に設けられるレ
ンズ群３ｅ（図３参照）及び絞り等によって構成される。レンズ群３ｅ（撮影光学系）に
は、光軸方向に移動することによって焦点位置を変更するフォーカスレンズ等が含まれて
いる。
【００２８】
　カメラ本体部２は、撮影レンズユニット３が装着される円環状のマウント部Ｍｔを正面
略中央に備えている。
【００２９】
　また、カメラ本体部２は、その正面右上部にモード設定ダイヤル１５を備えている。モ
ード設定ダイヤル１５を操作することによれば、カメラの各種モード（本撮影画像を撮影
する「撮影モード」、撮影した画像を再生する「再生モード」、および外部機器との間で
データ交信を行う「通信モード」等を含む）の設定動作（切替動作）を行うことが可能で
ある。
【００３０】
　また、カメラ本体部２は、正面左端部に撮影者が把持するためのグリップ部１４を備え
ている。グリップ部１４の上面には露光開始を指示するためのレリーズボタン１１が設け
られている。グリップ部１４の内部には電池収納室とカード収納室とが設けられている。
電池収納室にはカメラの電源として、例えばリチウムイオン電池などの電池が収納されて
おり、カード収納室には撮影画像の画像データを記録するためのメモリカード９０（図３
参照）が着脱可能に収納されるようになっている。
【００３１】
　レリーズボタン１１は、半押し状態（Ｓ１状態）と全押し状態（Ｓ２状態）の２つの状
態を検出可能な２段階検出ボタンである。レリーズボタン１１が半押しされＳ１状態にな
ると、被写体に関する記録用静止画像（本撮影画像）を取得するための準備動作（例えば
、ＡＦ制御動作等）が行われる。また、レリーズボタン１１がさらに押し込まれてＳ２状
態になると、当該本撮影画像の撮影動作が行われる。詳細には、撮像素子５（後述）を用
いて被写体像（被写体の光像）に関する露光動作が行われ、その露光動作によって得られ
た画像信号に所定の画像処理を施す一連の動作が実行される。このように、撮像装置１は
、レリーズボタン１１が半押し状態Ｓ１にされると撮影準備指令が付与されたものとみな
し、レリーズボタン１１が全押し状態Ｓ２にされると撮影指令が付与されたものとみなす
。
【００３２】
　図２において、カメラ本体部２の背面略中央上部には、ファインダ窓（接眼窓）１０が
設けられている。撮影者は、ファインダ窓１０を覗くことによって、撮影レンズユニット
３から導かれた被写体の光像を視認して構図決定を行うことができる。すなわち、光学フ
ァインダを用いて構図決めを行うことが可能である。
【００３３】
　図２において、カメラ本体部２の背面の略中央には、背面モニタ１２が設けられている
。背面モニタ１２は、例えばカラー液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）として構成される。
【００３４】
　背面モニタ１２は、撮影条件等を設定するためのメニュー画面を表示すること、および
再生モードにおいてメモリカード９０に記録された撮影画像を再生表示することなどが可
能である。
【００３５】
　また、背面モニタ１２は、撮像素子５（後述）によって取得された時系列の複数の画像
（すなわち動画像）をライブビュー画像として順次に表示することも可能である。この実
施形態に係る撮像装置１においては、背面モニタ１２に表示されるライブビュー画像を用
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いて構図決めを行うことが可能である。
【００３６】
　背面モニタ１２の左上部には電源スイッチ（メインスイッチ）１６が設けられている。
電源スイッチ１６は２点スライドスイッチからなり、接点を左方の「ＯＦＦ」位置に設定
すると、電源がオフになり、接点の右方の「ＯＮ」位置に設定すると、電源がオンになる
。
【００３７】
　背面モニタ１２の右側には方向選択キー１８が設けられている。この方向選択キー１８
は円形の操作ボタンを有し、この操作ボタンにおける上下左右の４方向の押圧操作と、右
上、左上、右下及び左下の４方向の押圧操作とが、それぞれ検出されるようになっている
。なお、方向選択キー１８は、上記８方向の押圧操作とは別に、中央部のプッシュボタン
の押圧操作も検出されるようになっている。
【００３８】
　　＜２．撮像装置の機能ブロック＞
　つぎに、図３を参照しながら、撮像装置１の機能の概要について説明する。図３は、撮
像装置１の機能構成を示すブロック図である。
【００３９】
　図３に示すように、撮像装置１は、ＡＦモジュール２０、全体制御部１０１、フォーカ
ス制御部１２１、ミラー制御部１２２、シャッタ制御部１２３、およびデジタル信号処理
回路５３等を備える。
【００４０】
　全体制御部１０１は、ＡＦモジュール２０およびフォーカス制御部１２１等と協動して
、フォーカスレンズの位置を制御する合焦制御動作を行う。
【００４１】
　全体制御部１０１は、マイクロコンピュータとして構成され、主にＣＰＵ、メモリ、及
びＲＯＭ（例えばＥＥＰＲＯＭ）等を備える。全体制御部１０１は、ＲＯＭ内に格納され
るプログラムを読み出し、当該プログラムをＣＰＵで実行することによって、各種機能を
実現する。
【００４２】
　ＡＦモジュール２０は、ミラー機構６を介して進入してきた光を用いて、位相差方式の
合焦状態検出手法により被写体の合焦状態を検出することが可能である。全体制御部１０
１は、ＡＦモジュール２０によって検出される被写体の合焦状態に応じて、フォーカス制
御部１２１を用いてＡＦ動作を実現する。特に、位相差方式のＡＦモジュール２０を用い
ることによれば、非常に高速に合焦レンズ位置を求めることができる。
【００４３】
　フォーカス制御部１２１は、全体制御部１０１と協働して合焦制御動作を実現する。具
体的には、フォーカス制御部１２１は、全体制御部１０１から入力される信号に基づいて
制御信号を生成し、撮影レンズユニット３のレンズ群３ｅに含まれるフォーカスレンズを
移動する。また、フォーカスレンズの位置は、撮影レンズユニット３のレンズ位置検出部
３ｄによって検出され、フォーカスレンズの位置を示すデータが全体制御部１０１に送ら
れる。このように、フォーカス制御部１２１は、フォーカスレンズの光軸方向の動き等を
制御する。
【００４４】
　また、ミラー制御部１２２は、ミラー機構６が光路から退避した状態（ミラーアップ状
態）とミラー機構６が光路を遮断した状態（ミラーダウン状態）との状態切替を制御する
。ミラー制御部１２２は、全体制御部１０１から入力される信号に基づいて制御信号を生
成することによって、ミラーアップ状態とミラーダウン状態とを切り替える。
【００４５】
　シャッタ制御部１２３は、全体制御部１０１から入力される信号に基づいて制御信号を
生成することによって、シャッタ装置７の動作を制御する。
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【００４６】
　シャッタ装置７は、撮像素子５の被写体側において撮像素子５の近接位置に配置される
。シャッタ装置７は、いわゆるフォーカル・プレーン・シャッタである。このシャッタ装
置７は、撮影レンズユニット３の光軸に対して略垂直となるように配置される。詳細には
、シャッタ装置７は、当該シャッタ装置７の開口部ＯＰ（後述）の中心位置が撮影レンズ
ユニット３の光軸に一致するように配置される。
【００４７】
　また、シャッタ装置７の背面側には、撮像素子５が撮影レンズユニット３の光軸に対し
て略垂直に配置される。
【００４８】
　撮像素子（ここではＣＭＯＳセンサ）５は、撮影レンズユニット３からの被写体の光像
（被写体像）を光電変換作用により電気的信号に変換する受光素子であり、本撮影画像に
係る画像信号（記録用の画像信号）を生成して取得する。また、撮像素子５は、ライブビ
ュー用の画像をも取得する。
【００４９】
　撮像素子５は、全体制御部１０１からの駆動制御信号（蓄積開始信号および蓄積終了信
号）に応答して、受光面に結像された被写体像の露光（光電変換による電荷蓄積）を行い
、当該被写体像に係る画像信号を生成する。また、撮像素子５は、全体制御部１０１から
の読出制御信号に応答して、当該画像信号を信号処理部５１へ出力する。
【００５０】
　撮像素子５で取得された画像信号に対して信号処理部５１により所定のアナログ信号処
理が施されると、当該アナログ信号処理後の画像信号はＡ／Ｄ変換回路５２によってデジ
タル画像データ（画像データ）に変換される。この画像データは、デジタル信号処理回路
５３に入力される。
【００５１】
　デジタル信号処理回路５３は、Ａ／Ｄ変換回路５２から入力される画像データに対して
デジタル信号処理を行い、撮像画像に係る画像データを生成する。デジタル信号処理回路
５３は、黒レベル補正回路、ホワイトバランス（ＷＢ）回路、γ補正回路等を備え、各種
のデジタル画像処理を施す。なお、デジタル信号処理回路５３によって処理された画像信
号（画像データ）は、画像メモリ５５に格納される。画像メモリ５５は、生成された画像
データを一時的に記憶するための、高速アクセス可能な画像メモリであり、複数フレーム
分の画像データを記憶可能な容量を有する。
【００５２】
　本撮影時には、画像メモリ５５に一時記憶される画像データは、全体制御部１０１にお
いて適宜画像処理（圧縮処理等）が施された後、メモリカード９０に記憶される。
【００５３】
　また、ライブビュー時においては、撮像素子５により取得され画像メモリ５５に一時記
憶される時系列の画像（ライブビュー画像）が、背面モニタ１２に順次に表示される。
【００５４】
　　＜３．撮影動作の概要＞
　上述したように、この撮像装置１においては、ファインダ光学系等で構成される光学フ
ァインダ（光学ビューファインダ（ＯＶＦ）とも称される）を用いて構図決め（フレーミ
ング）を行うことが可能である。
【００５５】
　また、この撮像装置１においては、背面モニタ１２に表示されるライブビュー画像を用
いて構図決めを行うことも可能である。なお、背面モニタ１２を利用して実現されるファ
インダ機能は、被写体の光像を電子データに変換した後に可視化するものであることから
電子ビューファインダ（ＥＶＦ）とも称される。
【００５６】
　ＯＶＦによる構図決めモード（ＯＶＦモード）とＥＶＦによる構図決めモード（ＥＶＦ
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モード）とは適宜の切換スイッチ（不図示）によって切り換えられる。
【００５７】
　図４および図５は、撮像装置１の断面図である。図４は、ミラーダウン状態を示してお
り、図５はミラーアップ状態を示している。
【００５８】
　図４および図５に示すように、撮影レンズユニット３から撮像素子５に至る光路（撮影
光路）上にはミラー機構６が設けられている。ミラー機構６は、撮影光学系からの光を上
方に向けて反射する主ミラー６ａ（主反射面）を有している。この主ミラー６ａは、例え
ばその一部または全部がハーフミラーとして構成され、撮影光学系からの光の一部を透過
する。また、ミラー機構６は、主ミラー６ａを透過した光を下方に反射させるサブミラー
６ｂ（副反射面）をも有している。サブミラー６ｂで下方に反射された光は、ＡＦモジュ
ール２０へと導かれて入射し、位相差方式のＡＦ動作に利用される。
【００５９】
　ＯＶＦモードにおいては、レリーズボタン１１が全押し状態Ｓ２にされる前まで（すな
わち構図決め時において）、ミラー機構６はミラーダウン状態となるように配置される（
図４）。そして、この際には、撮影レンズユニット３からの被写体像は、主ミラー６ａで
上方に反射され観察用光束としてペンタプリズム６５に入射し、ペンタプリズム６５にお
いて更に反射され、接眼レンズ６７およびファインダ窓１０を通過して、撮影者の眼に到
達する。このようにして、光学ビューファインダ（ＯＶＦ）を用いた構図決め動作が行わ
れる。
【００６０】
　その後、レリーズボタン１１が全押し状態Ｓ２にされると、ミラー機構６はミラーアッ
プ状態となるように駆動され、露光動作が開始される（図５参照）。具体的には、図５に
示すように、露光時には、ミラー機構６は、撮影光路から退避する。詳細には、撮影光学
系からの光（被写体像）を遮らないように主ミラー６ａとサブミラー６ｂとが上方に退避
し、撮影レンズユニット３からの光が、主ミラー６ａで反射されることなく進行して、シ
ャッタ装置７の開放期間に合わせて撮像素子５に到達する。撮像素子５は、光電変換によ
って、受光した光束に基づいて被写体の画像信号を生成する。このように、被写体からの
光束（被写体像）が撮影レンズユニット３を通過して撮像素子５に導かれることによって
、被写体に係る撮影画像（撮影画像データ）が得られる。
【００６１】
　一方、ＥＶＦモード（ライブビューモードとも称する）においては、次のような動作が
実行される。
【００６２】
　具体的には、レリーズボタン１１が全押し状態Ｓ２にされる前まで（すなわち構図決め
時において）、ミラー機構６はミラーアップ状態となるように配置される（図５）。そし
て、この際には、撮影レンズユニット３からの被写体像は、主ミラー６ａで反射されるこ
となくそのまま直進して撮像素子５に入射する。
【００６３】
　そして、撮像素子５は、当該撮像素子５に入射した被写体像に基づいて、被写体像に係
る時系列の画像（ライブビュー画像）を順次に取得する。具体的には、撮像素子５は、微
小時間間隔（例えば、１／６０秒）で複数の画像を順次に生成する。そして、取得された
時系列の画像は背面モニタ１２において順次に表示される。これによって、撮影者は、背
面モニタ１２に表示される動画像（ライブビュー画像）を視認し、当該動画像を用いて構
図決めを行うことが可能になる。このようにしてライブビュー画像を用いた構図決め動作
が実行される。
【００６４】
　その後、レリーズボタン１１が全押し状態Ｓ２にされると、電子先幕とメカ後幕（後述
）とが走行し、露光動作が実行される。そして、シャッタ装置７の開放期間に撮像素子５
に到達した被写体像に基づいて、撮像素子５における光電変換作用により、被写体の画像
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信号が生成される。このようにして、被写体からの光束（被写体像）が撮影レンズユニッ
ト３を通過して撮像素子５に導かれることによって、被写体に係る本撮影画像（撮影画像
データ）が得られる。更に、その後、ライブビュー表示が再開される。
【００６５】
　　＜４．シャッタ装置の構成＞
　図６は、シャッタ装置７の構成を示す概略図である。また、図７および図８は、シャッ
タ装置７の一部（図６の左側）を示す拡大図である。なお、図６～図８においては、後幕
（次述）の構成等が主に示されており、駆動機構８０（次述）の構成等は省略されている
。
【００６６】
　この撮像装置１においては、シャッタ装置７における先幕として、いわゆる「電子先幕
」を利用する。例えば、撮像素子５における所定単位（例えばライン）ごとのリセット動
作を所定方向に順次に実行していく動作が、電子先幕の「走行動作」に相当する。そして
、「走行中の電子先幕」の先端位置を追いかけるように、機械的な後幕が走行することに
よって、微小期間における露光動作が実現される。このとき、撮像素子（例えばＣＭＯＳ
）５内の或る画素に注目すると、当該撮像素子５におけるリセット動作直後の時刻Ｔ１か
ら、「後幕」が当該画素を覆って遮光する時刻Ｔ２までの期間ＴＭ（＝Ｔ２－Ｔ１）にわ
たって、当該画素に関する露光動作が行われる。この期間ＴＭの長さ（例えば、１／１０
０秒）がシャッタスピードに対応する。
【００６７】
　また、このシャッタ装置７は、先幕と後幕とのうち、機構的には後幕のみを備えており
、機構的な先幕を備えていない。
【００６８】
　図６に示すように、シャッタ装置７は、シャッタ地板７１と、後羽根群７３ａ，７３ｂ
，７３ｃと、アーム７５ａ，７５ｂとを備える。また、シャッタ装置７は、シャッタ地板
７１の裏側に、シャッタ地板７１と略同形状の補助地板７２（図１２）をも備えている。
両地板７１，７２は、所定の間隙を有する状態で対向して設けられる。両地板７１，７２
の当該間隙は、後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃが収容される空間であるため、「羽根室
」とも称される。
【００６９】
　シャッタ地板７１は、略中央に露光用の開口部ＯＰ（図８等も参照）を有している。同
様に、補助地板７２も、略中央に露光用の開口部ＯＰを有している。シャッタ地板７１の
開口部ＯＰと補助地板７２の開口部ＯＰとは、略同形状（略長方形形状）を有するととも
に互いに対応する位置に設けられる。これらの開口部は、シャッタ装置７の組立状態では
一体化してシャッタ装置７における露光用の開口部ＯＰを形成する。
【００７０】
　また、シャッタ地板７１には、２つの円弧状の長孔７１ｇ，７１ｈ（図７参照）が設け
られている。長孔７１ｇは、後述する軸ＡＸ３（図１５参照）を中心とする所定半径ｒ１
の円弧に沿って設けられており、長孔７１ｈは、後述する軸ＡＸ１を中心とする所定半径
ｒ２の円弧に沿って設けられている。
【００７１】
　シャッタ地板７１と補助地板７２との間には、後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃが設け
られている。換言すれば、後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃは、シャッタ地板７１の裏側
に設けられている。後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃは、それぞれ、遮光性を有する薄板
状部材である。これらの後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃは、「後幕」を構成する。なお
、ここでは、３枚の後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃによって「後幕」が構成される場合
を例示するが、これに限定されず、２枚以下或いは４枚以上の羽根によって後幕が構成さ
れるようにしてもよい。
【００７２】
　後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃは、いずれも、アーム７５ａに回転可能に結合される
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とともに、アーム７５ｂにも回転可能に結合される。アーム７５ａは軸ＡＸ５を中心に回
動可能であり、アーム７５ｂは軸ＡＸ４を中心に回動可能である。なお、ここでは軸ＡＸ
４は軸ＡＸ１（後述）と同じ軸である。
【００７３】
　図６および図７に示すように、アーム７５ａとアーム７５ｂとが所定の位置に存在する
ときには、後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃで構成される後幕が開口部ＯＰを閉鎖してお
り、後幕による「開口部ＯＰの閉鎖状態」が実現される。一方、この状態から、アーム７
５ｂが軸ＡＸ４を中心に反時計回りに回転すると、アーム７５ａも軸ＡＸ５を中心に反時
計回りに回転し、図８に示されるように、後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃで構成される
後幕が開口部ＯＰから退避する。すなわち、後幕による「開口部ＯＰの開放状態」が実現
される。また逆に、図８に示す状態から、アーム７５ｂが軸ＡＸ４を中心に時計回りに回
転すると、アーム７５ａも軸ＡＸ５を中心に時計回りに回転し、図７の「開口部ＯＰの閉
鎖状態」に移行する。
【００７４】
　なお、図７における各後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃの位置を「露光終了位置」とも
称し、図８における各後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃの位置を「露光開始位置」とも称
する。「後幕」は、露光開始位置から露光終了位置へと走行した後には開口部ＯＰを覆い
（図７）、露光終了位置から露光開始位置へと走行した後には開口部ＯＰを開放する（図
８）。換言すれば、露光開始位置においては開口部ＯＰが後幕によって覆われておらず開
放されており、露光終了位置においては開口部ＯＰが後幕によって覆われている。
【００７５】
　また、上記のアーム７５ａ，７５ｂおよび後幕は、次述する駆動機構８０によって駆動
される。図９～図１１は、それぞれ、駆動機構８０の一部の構成部品８１，８２，８３を
示す図である。図１２は、図１５の平面図におけるＩ－Ｉ断面を示す断面図である。図１
３および図１４は、構成部品（チャージ部材）８３を駆動する機構８５を示す概略図であ
る。また、図１５～図１９は、駆動機構８０の一連の動作を示す平面図である。なお、図
１５～図１９においては、駆動機構８０が主に示されており、後幕（後羽根群７３ａ，７
３ｂ，７３ｃ）等は省略されている。
【００７６】
　図１５に示すように、駆動機構８０は、駆動部材８１（図９）と駆動部材８２（図１０
）とチャージ部材８３（図１１）とを備える。
【００７７】
　これらの駆動部材８１，８２およびチャージ部材（セット部材とも称する）８３は、シ
ャッタ地板７１の表（おもて）側（図６および図１５等の紙面に対する手前側）に設けら
れる。
【００７８】
　駆動部材８１は、軸ＡＸ１を中心に回動することが可能な略板状の回転体であり、駆動
部材（作動部材とも称する）８２は軸ＡＸ２を中心に回動することが可能な略板状の回転
体である。ここでは、両駆動部材８１，８２は、同じ軸ＡＸ１を中心に回動可能に設けら
れる（すなわち、ＡＸ２＝ＡＸ１、である）。なお、駆動部材８１は駆動部材８２よりも
紙面手前側に設けられている。
【００７９】
　シャッタ装置７の本体側部材（シャッタ地板７１に立設された所定部材）と駆動部材８
１とはバネ８８（図１２参照）によって結合されており、当該バネ８８は時計回りの付勢
力を駆動部材８１に対して付与している。
【００８０】
　また、シャッタ装置７の本体側部材（シャッタ地板７１に立設された所定部材）と駆動
部材８２とはバネ８９（図１５参照）によって結合されており、当該バネ８９は反時計回
りの付勢力を駆動部材８２に対して付与している。
【００８１】
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　ここにおいて、バネ８８による付勢力は、バネ８９による付勢力よりも大きい。換言す
れば、駆動部材８２による反時計回りの駆動力は、駆動部材８１による時計回りの駆動力
よりも小さい。そのため、後述する「係止解除状態」（図１９）において駆動部材８１に
よる駆動力が作用すると、駆動部材８２は、バネ８８による付勢力によって駆動部材８１
とともに軸ＡＸ１を中心に時計回りに回転する。このように、駆動部材８１は、バネ８８
による付勢力を用いて、「後幕」を露光開始位置から露光終了位置へと走行させることが
可能である。また特に、駆動部材８１は「後幕」の走行開始前に反時計回りに回転され、
バネ８８の時計回りの付勢力がさらに増大される。この状態は、バネ８８がオーバーチャ
ージされた状態である（後述）、とも表現される。バネ８８をオーバーチャージすること
によれば、駆動部材８１および駆動部材８２を非常に高速に回転移動し、後幕を非常に高
速に移動することが可能である。
【００８２】
　一方、後述するように、駆動部材８２は駆動部材８１とは独立に回転することも可能で
ある。例えば、駆動部材８１の回転中（詳細には反時計回りの回転中）においては駆動部
材８２の回転移動が抑止された状態で、駆動部材８１の反時計回りの回転が完了する（図
１６）。そして、駆動部材８１の当該回転完了後において、駆動部材８２は駆動部材８１
とは独立して反時計回りに回転する（図１８）。このとき、駆動部材８２は、バネ８９に
よる付勢力を用いて、「後幕」を露光終了位置から露光開始位置へと走行させることが可
能である。このように、駆動部材８２は、駆動部材８１による駆動の向きとは逆向きに後
幕を走行させることができる。
【００８３】
　図１２に示されるように、駆動部材８１は、駆動部材８２の上側に積層されて設けられ
る。詳細には、シャッタ地板７１には、図１２の上側に向けて略垂直に伸びる軸部材８６
が立設されており、駆動部材８１の孔８１ｈは軸部材８６に嵌合（遊嵌）する。このよう
な構成により、駆動部材８１は、当該軸部材８６（より詳細には軸部材８６の中心軸ＡＸ
１）を中心に回動することが可能である。
【００８４】
　駆動部材８１は、詳細には、板部８１ｐと軸部８１ｕとを有している。軸部８１ｕは、
軸部材８６に嵌合するように孔８１ｈの周囲に設けられており、軸部８１ｕは、シャッタ
地板７１側（図１２の下側）から上方に向けて、鍔（つば）部８１ｖ、大径部８１ｘ、中
径部８１ｙ、小径部８１ｚをこの順序で有している。
【００８５】
　小径部８１ｚには、上述のバネ（詳細にはトーションバネ）８８が巻回されて設けられ
ている。
【００８６】
　中径部８１ｙは駆動部材８１の板部８１ｐの孔８１ｆに「しまり嵌め」で嵌合しており
、板部８１ｐと軸部８１ｕとが一体化されている。
【００８７】
　大径部８１ｘは駆動部材８２の孔８２ｈに「すきま嵌め」で嵌合（遊嵌）しており、駆
動部材８２は、大径部８１ｘの回転軸ＡＸ１と同じ軸を中心に回動することが可能である
。すなわち、駆動部材８２は上記の軸部材８６（より詳細には軸部材８６の中心軸ＡＸ１
）を中心に回動することが可能である。
【００８８】
　また、図９に示すように、駆動部材８１の板部８１ｐは平面視において略扇形形状を有
している。
【００８９】
　板部８１ｐは、略扇形形状の２つの半径部のうちの一方側（図９における上側）の半径
部において突出部８１ｂを有している。この突出部８１ｂは、板部８１ｐの裏面からさら
に奥側（裏側）に突出している。後述するように、この突出部８１ｂは、反時計回りの付
勢力が付与された駆動部材８２の接触面８２ｆに当接し、駆動部材８２の反時計回りの回
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転を規制する。
【００９０】
　また、板部８１ｐは、略扇形形状の２つの半径部のうちの他方側（図９における下側）
の半径部において接触面８１ｅを有している。この接触面８１ｅは、後述するように、バ
ネ８８に関するオーバーチャージ動作時（後述）においてチャージ部材８３の腕部８３ｂ
に接触する。そして、チャージ部材８３からの回転駆動力が腕部８３ｂおよび接触面８１
ｅを介して伝達され、バネ８８のオーバーチャージ動作が行われる。
【００９１】
　さらに、板部８１ｐは、略扇形形状の外周部付近において突出部８１ｃを有している。
この突出部８１ｃは、板部８１ｐの表（おもて）面からさらにおもて側（図９の紙面に対
する手前側）に突出している。この突出部８１ｃには鉄片部材８１ｄが固定されている。
また、図１２における高さ方向において鉄片部材８１ｄと同じ位置（すなわち同じ高さ）
には、電磁石９５が設けられている。駆動部材８１が図１９（後述）に示す回転角度を有
するときには、電磁石９５に対向する鉄片部材８１ｄが当該電磁石９５によって吸着され
得る。そのため、後述するように、電磁石９５によって鉄片部材８１ｄを吸着することに
よっても、駆動部材８１の回転移動は抑止され得る（図１９参照）。
【００９２】
　図１０に示すように、駆動部材８２は、駆動部材８１と同様に、略扇形形状を有してい
る。
【００９３】
　駆動部材８２は、略扇形形状の２つの半径部のうちの一方側（図１０における上側）の
半径部において接触面８２ｆを有している。
【００９４】
　また、駆動部材８２は、略扇形形状の外周部側においてリンクピン８２ａを有している
。このリンクピン８２ａは、駆動部材８２の裏面からさらに奥側（裏側）に突出して設け
られる。特に、リンクピン８２ａは、シャッタ地板７１の長孔７１ｈ、およびアーム７５
ｂに設けられた孔７５ｈ（図１２および図１５等参照）を貫通して設けられる。また、円
弧状の長孔７１ｈの円弧方向（長手方向）においては、孔７５ｈの径とリンクピン８２ａ
の径とはほぼ同一である。そのため、駆動部材８２の軸ＡＸ１回りの回動動作に伴ってリ
ンクピン８２ａが移動すると、アーム７５ｂがリンクピン８２ａによって軸ＡＸ４を中心
に回動されて、後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃの移動動作、すなわち「後幕」の開閉動
作が実現される。このように、リンクピン８２ａに連動して「後幕」が動作することによ
って、図７の閉鎖状態と図８の開放状態とが実現される。
【００９５】
　さらに、駆動部材８２は、略扇形形状の外周部側において円弧状突出部８２ｂを有して
いる。この円弧状突出部８２ｂは、駆動部材８２の表（おもて）面からさらにおもて側（
図１０の紙面に対する手前側）に突出している。この円弧状突出部８２ｂの軸ＡＸ１側の
側面である接触面８２ｎは、チャージ部材８３の回転中心軸ＡＸ３を中心とし所定長ｒ３
を半径とする円弧の一部を構成するように形成される（図１５も参照）。後述するように
、チャージ部材８３の係合部８３ｃの接触面８３ｎが駆動部材８２の円弧状突出部８２ｂ
の接触面８２ｎに接触することによって、駆動部材８２の反時計回りの回転が抑止される
。
【００９６】
　図１１に示すように、チャージ部材８３は、軸ＡＸ３を中心に回動することが可能な回
転体である。詳細には、シャッタ地板７１には、図１５に示すように、紙面手前側に向け
て略垂直に伸びる軸部材８７が、軸部材８６とは異なる平面位置に立設されている。また
、チャージ部材８３の孔８３ｈ（図１１）は当該軸部材８７に嵌合（遊嵌）する。このよ
うな構成により、チャージ部材８３は、当該軸部材８７（より詳細には軸部材８７の中心
軸ＡＸ３）を中心に回動することが可能である。
【００９７】
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　また、チャージ部材８３は、凹部８３ｖを有している。この凹部８３ｖには、所定の駆
動源（モータ等）８５ｄ（不図示）に機械的に接続されたリンク部材８４の先端部８４ｐ
（図１３参照）が係合する。
【００９８】
　図１３は、図１１のII-II断面を示す図である。図１３に示されるように、駆動源８５
ｄに接続された軸８５ｂを中心として、カム８５ｃが回動可能に設けられている。そして
、カム８５ｃの外周面に接触する位置にリンク部材８４が設けられる。リンク部材８４は
、軸ＡＸ６を中心に回動可能であり、反時計回りに付勢された状態で設けられている。こ
の付勢力によってリンク部材８４は、カム８５ｃの外周面に押しつけられる。そのため、
カム８５ｃの回転動作に応じてカム８５ｃの外周面はリンク部材８４に摺動しながら移動
する。
【００９９】
　このとき、カム８５ｃの回転動作は、リンク部材８４の軸ＡＸ６を中心とする揺動運動
に変換される。そして、例えば、図１３の状態から図１４の状態へとカム８５ｃが回転す
ると、リンク部材８４の先端部８４ｐは図１４の左側（図１１の下側）に移動する。なお
、逆に、図１４の状態から図１３の状態へとカム８５ｃが回転すると、リンク部材８４の
先端部８４ｐは図１４の右側（図１１の上側）に移動する。
【０１００】
　そして、リンク部材８４の先端部８４ｐが図１１の上下方向（図１１の両矢印方向）に
移動すると、チャージ部材８３が軸ＡＸ３回りに回動して、チャージ部材８３の回転角度
が変更される。
【０１０１】
　また、チャージ部材８３は、軸ＡＸ３を挟んで凹部８３ｖの略反対側に外側に突出した
腕部８３ｂを有している。略板状のチャージ部材８３は、図１２における上下方向におい
て、駆動部材８１と同じ位置（同じ高さ）に配置されており、腕部８３ｂも駆動部材８１
と同じ高さに配置されている。そのため、後述するように、チャージ部材８３がリンク部
材８４の先端部８４ｐからの力を受けて軸ＡＸ３を中心に時計回りに回転すると、チャー
ジ部材８３の腕部８３ｂは駆動部材８１の接触面８１ｅを押して、駆動部材８１を反時計
回りに回転移動させる。これにより、バネ８８の時計回りの付勢力がさらに増大され、バ
ネ８８がオーバーチャージされる。腕部８３ｂは、接触面８１ｅを押し動かす「押動部」
であるとも表現され、接触面８１ｅは、腕部８３ｂによって押し動かされる「被押動部（
被押動面）」であるとも表現される。
【０１０２】
　また、チャージ部材８３は、係合部８３ｃ（図１１参照）を有している。係合部８３ｃ
は、腕部８３ｂの先端部分において、当該腕部８３ｂの裏面からさらに奥側（裏側）に突
出して設けられる。腕部８３ｂが接触面８１ｅを押しながらチャージ部材８３が軸ＡＸ３
を中心に時計回りに回転するとき、係合部８３ｃは、駆動部材８１の板部８１ｐと駆動部
材８２の板部８２ｐとの間の空間を通過する（図１２および図１６参照）。詳細には、係
合部８３ｃの軸ＡＸ３側の接触面８３ｎが、駆動部材８２の円弧状突出部８２ｂの接触面
８２ｎに接触しながら移動する。この接触によって、駆動部材８２の反時計回りの回転は
抑止される。
【０１０３】
　さらに、チャージ部材８３は、ピン８３ｅを有している。ピン８３ｅは、チャージ部材
８３の軸ＡＸ３から約距離ｒ２離れた位置において、当該チャージ部材８３の裏面からさ
らに奥側（裏側）に突出して設けられる。このピン８３ｅは、シャッタ地板７１の長孔７
１ｇに挿入して設けられる。
【０１０４】
　チャージ部材８３には、不図示のバネ９３によって反時計回りに回転するための付勢力
が付与されている。図１５に示すように、ピン８３ｅが長孔７１ｇの下端に当接すること
によって、チャージ部材８３の反時計回りの回転が抑止され、チャージ部材８３が所定位
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置に停止する。
【０１０５】
　　＜５．シャッタ装置の動作＞
　つぎに図１５～図１９等を参照しながら、シャッタ装置７の動作について説明する。
【０１０６】
　図１５は、或る本撮影画像に関する露光動作の完了直後の状態ＳＴａを示しており、図
１６は、第１のセット状態ＳＴ１１（後述）を示している。図１５および図１６において
は、後幕が露光終了位置に存在し、後幕が開口部ＯＰを覆っている（閉鎖状態（図７参照
））。一方、図１８および図１９においては、後幕が露光開始位置に存在し、後幕が開口
部ＯＰから退避している（開放状態（図８参照））。図１８は、第２のセット状態ＳＴ１
２（後述）を示し、図１９は次の本撮影画像に係る露光動作の開始直前の状態ＳＴｂを示
している。なお、図１７は、図１６の状態ＳＴ１１と図１８の状態ＳＴ１２との中間の状
態を示している。
【０１０７】
　図１５に示すように、或る露光動作が完了した直後の状態ＳＴａにおいては、バネ８８
の付勢力によって駆動部材８１が軸ＡＸ１を中心に時計回りに付勢されており、突出部８
１ｂが接触面８２ｆに当接している。バネ８８の付勢力はバネ８９の付勢力よりも大きい
ため、駆動部材８１は、突出部８１ｂおよび接触面８２ｆを介して、駆動部材８２を軸Ａ
Ｘ１を中心に時計回りに回転させようとする力を駆動部材８２に対して付与する。このと
き、駆動部材８２のリンクピン８２ａが長孔７１ｈの下端に当接して停止する。そのため
、図１５に示すような状態で各構成部品８１，８２，８３が停止する。なお、リンクピン
８２ａが長孔７１ｈの下端に衝突する際の衝撃を和らげるため、長孔７１ｈの下端には緩
衝材を設けることが好ましい。
【０１０８】
　また、図１５においては、ピン８３ｅが長孔７１ｇの下端に当接してチャージ部材８３
の反時計回りの回転が抑止され、チャージ部材８３が所定位置に停止している。なお、ピ
ン８３ｅが長孔７１ｇの下端に衝突する際の衝撃を和らげるため、長孔７１ｇの下端には
緩衝材を設けることが好ましい。
【０１０９】
　次に、図１５の状態ＳＴａから図１６の状態ＳＴ１１へと遷移する動作について説明す
る。
【０１１０】
　まず、駆動源８５ｄによってリンク部材８４の先端部８４ｐが図１５の下向きに移動し
、チャージ部材８３が軸ＡＸ３を中心に時計回りに回転移動される。このとき、腕部８３
ｂが接触面８１ｅを押し、駆動部材８１に押圧力が伝達される。そのため、接触面８１ｅ
に伝達された押圧力によって、駆動部材８１が軸ＡＸ１を中心に反時計回りに回転する。
【０１１１】
　ただし、係合部８３ｃは腕部８３ｂよりも時計方向先端側に突出しているため、腕部８
３ｂが接触面８１ｅを押し始める前に、係合部８３ｃの接触面８３ｎが円弧状突出部８２
ｂの接触面８２ｎに接触し始める。そして、チャージ部材８３が軸ＡＸ３を中心に時計回
りにさらに回転移動していくときに、係合部８３ｃの接触面８３ｎは、円弧状突出部８２
ｂの接触面８２ｎに沿って移動する。換言すれば、第１のセット状態ＳＴ１１への遷移に
際しては、チャージ部材８３の係合部８３ｃが第２駆動部材８２の円弧状突出部８２ｂに
沿って移動しつつ当該円弧状突出部８２ｂを係止する。そのため、バネ８９の付勢力によ
って駆動部材８２が駆動部材８１に追従して軸ＡＸ１を中心に反時計周りに回転しようと
しても、駆動部材８２は駆動部材８１に追従することができない。このように、係合部８
３ｃが円弧状突出部８２ｂに係合しているため、駆動部材８２の移動が抑止される。
【０１１２】
　そして、チャージ部材８３が図１６の状態ＳＴ１１になるまで軸ＡＸ３を中心に時計回
りに角度α１（例えば約７０度）回転すると、駆動部材８１は軸ＡＸ１を中心に反時計回
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りに所定角度回転し、腕部８３ｂによって接触面８１ｅが支持された状態で停止する。こ
れにより、バネ８８の時計回りの付勢力をさらに増大させること、換言すれば、バネ８８
の蓄積エネルギーをさらに増大させることができる。すなわちバネエネルギーをチャージ
することができる。この図１６の状態ＳＴ１１においては、バネ８８による付勢力が図１
５の状態ＳＴａに比べてさらに増大されているため、バネ８８がオーバーチャージされて
いる、とも表現される。このようにして、バネ８８のオーバーチャージ動作が実行される
。
【０１１３】
　このようなオーバーチャージ動作中においては、係合部８３ｃが円弧状突出部８２ｂに
継続的に係合しているため、駆動部材８２の移動は抑止されたままである。したがって、
駆動部材８２のリンクピン８２ａも移動せず、後幕は露光終了位置に維持される。すなわ
ち、後幕による開口部ＯＰの閉鎖状態が維持される。
【０１１４】
　以上のように、状態ＳＴａから状態ＳＴ１１への遷移動作においては、チャージ部材８
３は、第２駆動部材８２の移動を抑止しつつ第１駆動部材８１を軸ＡＸ１を中心に反時計
回りに回転移動する。これにより、後幕による開口部ＯＰの閉鎖状態を維持しつつバネ８
８をオーバーチャージしてシャッタ装置７を第１のセット状態ＳＴ１１に移行させること
ができる。
【０１１５】
　このように、図１６の状態（すなわち「第１のセット状態」）ＳＴ１１は、後幕による
閉鎖状態が維持されたままバネ８８がオーバーチャージされた状態である。この第１のセ
ット状態ＳＴ１１においては、チャージ部材８３の腕部８３ｂが駆動部材８１に接触して
駆動部材８１を支持しており、駆動部材８１の回転移動が抑止されている。そのため、電
磁石９５に通電することなく、後幕を閉鎖状態に維持することができる。後述するように
、特に、ＯＶＦモードにおいて、この第１のセット状態ＳＴ１１を利用することによれば
、構図決め動作における省電力化を図ることが可能である。
【０１１６】
　次に、図１６の状態（第１のセット状態）ＳＴ１１から図１８の状態（第２のセット状
態）ＳＴ１２へと遷移する動作について説明する。
【０１１７】
　図１６の状態ＳＴ１１から、駆動源８５ｄおよびリンク部材８４による駆動動作によっ
て、チャージ部材８３が軸ＡＸ３を中心にさらに所定角度α２（例えば約１０度）時計回
りに回転すると、図１７の状態（中間状態）に一時的に遷移する。
【０１１８】
　図１６の状態ＳＴ１１においては円弧状突出部８２ｂは係合部８３ｃと係合しているが
、その後の円弧状突出部８２ｂの角度α２の更なる回転動作に応じて、図１７の状態にお
いては円弧状突出部８２ｂと係合部８３ｃとの係合は解除される。そのため、チャージ部
材８３による第２駆動部材８２の係止が解除され、駆動部材８２がバネ８９による付勢力
によって軸ＡＸ１を中心に反時計回りに回転し始める。駆動部材８２の当該回転動作は、
接触面８２ｆが突出部８１ｂに当接することによって停止する（図１８参照）。このよう
な駆動部材８２の回転動作に応じて、リンクピン８２ａが円弧状の長孔７１ｈに沿って移
動すると、アーム７５ｂが軸ＡＸ４（＝ＡＸ１）を中心に反時計回りに回動する。これに
より、後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃが露光開始位置（換言すれば、開口部ＯＰの開放
位置）にまで移動する。すなわち「後幕」の開放動作が実現される（図８および図１８参
照）。
【０１１９】
　また、このとき、チャージ部材８３の腕部８３ｂは駆動部材８１の接触面８１ｅに引き
続き接触しており、駆動部材８１が腕部８３ｂによって支持される。このようにして、駆
動部材８１の回転移動動作が抑止される。
【０１２０】
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　以上のように、第１のセット状態ＳＴ１１から第２のセット状態ＳＴ１２への遷移動作
においては、チャージ部材８３は、第１駆動部材８１を支持したまま第２駆動部材８２の
移動抑止を解除する。そして、チャージ部材８３は、第２駆動部材８２をバネ８９の付勢
力により軸ＡＸ１を中心に反時計回りに回転移動させる。これにより、後幕が露光開始位
置に移動される。この結果、後幕による開口部の開放状態を形成しつつバネ８８のオーバ
ーチャージ状態を維持してシャッタ装置７を第２のセット状態ＳＴ１２に移行させること
ができる。
【０１２１】
　また、図１８の状態ＳＴ１２、すなわち「第２のセット状態」は、バネ８８がオーバー
チャージされたまま、後幕が開放状態に変更された状態である。この第２のセット状態Ｓ
Ｔ１２においては、チャージ部材８３の腕部８３ｂが駆動部材８１に接触して駆動部材８
１を支持しており、駆動部材８１の回転移動動作が抑止されている。そのため、電磁石９
５に通電することなく、後幕を開放状態に維持することができる。特に、ライブビューモ
ードにおいて、この第２のセット状態ＳＴ１２を利用することによれば、構図決め動作に
おける省電力化を図ることが可能である。
【０１２２】
　また特に、第１のセット状態ＳＴ１１からチャージ部材８３をさらに所定角度回転させ
るだけで、チャージ部材８３による駆動部材８１の支持状態を維持したまま、係合部８３
ｃと円弧状突出部８２ｂとの係合を解除して後幕の開放状態を形成することが可能である
。すなわち、簡易な構成で、第２のセット状態ＳＴ１２を形成することが可能である。特
に、駆動部材８１を係止する係止部材を、チャージ部材８３とは別個に設けることを要し
ないので、構成を簡易化することが可能である。
【０１２３】
　次に、図１８の状態（第２のセット状態）ＳＴ１２から図１９の状態（露光開始直前の
状態）ＳＴｂへと遷移する動作について説明する。
【０１２４】
　図１８の状態ＳＴ１２においてレリーズボタン１１がＳ２状態にまで押下されると、電
磁石９５（図１９参照）への通電が開始される。すなわち、撮影指令の入力に応じて、電
磁石９５への通電が開始される。電磁石９５は、駆動部材８１の鉄片部材８１ｄに対向す
る位置に設けられている。この電磁石９５への通電によって、当該鉄片部材８１ｄが電磁
石９５に吸着され、駆動部材８１の時計回りの回動動作が抑止される。また、駆動部材８
２はバネ８９の付勢力によって反時計回りに回動しようとするが、駆動部材８２の接触面
８２ｆが駆動部材８１の突出部８１ｂに当接することによって、駆動部材８２の回動動作
も抑止されたままである。したがって、駆動部材８１の回動動作および駆動部材８２の回
動動作はいずれも抑止されたままである。
【０１２５】
　その後、チャージ部材８３がリンク部材８４等によって駆動され、軸ＡＸ３を中心に反
時計回りに回動する。この回動動作に応じて、チャージ部材８３の腕部８３ｂは駆動部材
８１の接触面８１ｅとの接触を解消し、チャージ部材８３による駆動部材８１に対する支
持が解除される。すなわち、チャージ部材８３による駆動部材８１の係止状態が解除され
る。そして、チャージ部材８３は、駆動部材８１との接触を回避する回避位置（退避位置
ないし基準位置とも称する）（図１９参照）へと移動する。なお、この状態は、チャージ
部材８３による駆動部材８１の係止状態が解除された状態であるため、「係止解除状態」
とも称される。
【０１２６】
　以上のようにして、図１９の状態ＳＴｂへの遷移が終了する。図１９の状態は、露光開
始直前の状態である。
【０１２７】
　その後、電子先幕が走行した後に、所定のタイミングで電磁石９５への通電が停止され
る。この通電停止に応じて、電磁石９５の吸着力が作用しなくなった駆動部材８１は、バ
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ネ８８による付勢力によって、軸ＡＸ１を中心に時計回りに回転する。また、バネ８８に
よる付勢力は、駆動部材８１の突出部８１ｂから駆動部材８２の接触面８２ｆへと伝達さ
れ、駆動部材８２も軸ＡＸ１を中心に時計回りに回転する。このとき、バネ８８はオーバ
ーチャージされているため、駆動部材８１および駆動部材８２は非常に高速に移動するこ
とが可能である。また、駆動部材８２の移動動作に伴ってリンクピン８２ａが長孔７１ｈ
に沿って移動する。当該リンクピン８２ａは当該長孔７１ｈの下端部にまで移動すると停
止する（図１５参照）。当該リンクピン８２ａの移動に伴って、アーム７５ｂが軸ＡＸ４
を中心に時計回りに回動して、後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃが露光終了位置（換言す
れば、開口部ＯＰの閉鎖位置）にまで移動する。これにより、図１５の状態ＳＴａに戻り
、「後幕」の閉鎖動作が実現される。
【０１２８】
　このように、電子先幕が走行した後に、所定のタイミングで電磁石９５への通電が停止
されることによって、さらに後幕（詳細にはメカニカル後幕（メカ後幕とも略称する））
が走行する。このようにして、いわゆる「電子先幕」および「メカ後幕」によるシャッタ
動作が実行され、各画素を所定期間ＴＭにわたって露光する露光動作を実現することが可
能である。
【０１２９】
　以上のようにして、図１９の露光開始直前の状態ＳＴｂから、図１５の露光終了直後の
状態ＳＴａへの遷移動作が実現される。
【０１３０】
　　＜６．ライブビューによる撮像時のシャッタ動作＞
　図２０は、ライブビューモード時の撮影動作に関するタイムチャートである。以下では
、図２０を参照しながら、ライブビューモード時の撮影動作についてさらに詳細に説明す
る。
【０１３１】
　まず、時刻Ｔ１０において露光が完了し、（図１９の状態ＳＴｂから）図１５の状態Ｓ
Ｔａへと遷移したものとする。
【０１３２】
　そして、上述したように、この時刻Ｔ１０の直後の時刻Ｔ１１において、露光終了直後
の状態ＳＴａ（図１５）から第１のセット状態ＳＴ１１（図１６）への遷移動作が開始さ
れる。また、時刻Ｔ１１において撮像素子５からの画素読出処理が開始される。そして、
当該画素読出処理に並行して、バネ８８のオーバーチャージ動作が実行される。このとき
、後幕による閉鎖状態は維持されたままである。したがって、後幕を閉鎖したままにして
多重露光を回避しつつ、撮像素子５内の複数の画素の読み出し処理を適切に実行すること
ができる。
【０１３３】
　その後、時刻Ｔ１２において、バネ８８のオーバーチャージが完了し且つ撮像素子５か
らの画素読出処理が完了する。そして、撮像素子５から読み出された画素信号に対してデ
ジタル信号処理回路５３（図３参照）等による処理が施されることによって、本撮影画像
の画像データが生成される。なお、時刻Ｔ１２においては、第１のセット状態ＳＴ１１（
図１６）への移行動作が完了している。
【０１３４】
　また、時刻Ｔ１２から、今度は第２のセット状態ＳＴ１２（図１８）への遷移動作が開
始される。具体的には、チャージ部材８３の時計回りの更なる回転動作に応じて、係合部
８３ｃと円弧状突出部８２ｂとの係合が解除される（時刻Ｔ１３（図１７））。そして、
駆動部材８２が回転し、当該駆動部材８２の回転動作に応じてリンクピン８２ａが長孔７
１ｈに沿って移動する。その結果、後羽根群７３ａ，７３ｂ，７３ｃが露光開始位置にま
で移動する（時刻Ｔ１４）。時刻Ｔ１４においては、第２のセット状態ＳＴ１２（図１８
）への移行が完了している。
【０１３５】
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　「後幕」が開口部ＯＰから退避した時刻Ｔ１４以降においては、撮像素子５による取得
画像を用いたライブビュー表示動作を行うことが可能である。具体的には、撮像装置１は
、シャッタ装置７の開口部ＯＰを通過して撮像素子５に到達した被写体像に関する時系列
の画像を微小時間間隔で背面モニタ１２に表示することができる。操作者は、背面モニタ
１２に表示されるライブビュー画像を用いて構図決め動作を行うことが可能である。
【０１３６】
　このように第２のセット状態ＳＴ１２にてライブビューを用いた構図決め動作が行われ
た後、時刻Ｔ２０においてレリーズボタン１１がＳ２状態にまで押下されると、時刻Ｔ２
１において露光開始直前の状態（図１９の状態）ＳＴｂに移行する。具体的には、電磁石
９５に対する通電が開始され、チャージ部材８３が軸ＡＸ３を中心に反時計回りに回転し
て基準位置に復帰する。
【０１３７】
　そして、当該時刻Ｔ２１において電子先幕が走行を始めるとともに、所定期間（例えば
１／１００秒）経過後の時刻Ｔ２２において当該電子先幕を追いかけるようにメカ後幕が
走行を開始する。これにより、電子先幕とメカ後幕との走行開始時間差に応じた露光期間
にわたる露光動作が実行され、時刻Ｔ３０において当該露光動作が完了する。この時刻Ｔ
３０においては、シャッタ装置７は時刻Ｔ１０と同じ状態ＳＴａ（図１５）を有している
。その後、上述したような画像読出処理等が実行され、本撮影画像の画像データが取得さ
れる。
【０１３８】
　上記実施形態によれば、ライブビューによる構図決め動作時（時刻Ｔ１４から時刻Ｔ２
０まで）において、電磁石９５に通電することなくバネ８８のオーバーチャージ状態を維
持することが可能である。したがって、省電力化を図ることが可能である。
【０１３９】
　また、上記実施形態によれば、時刻Ｔ１１から時刻Ｔ１２までの間にて、後幕を閉鎖し
たままにして多重露光を回避しつつ撮像素子５からの画素読出処理を実行するとともに、
バネ８８のオーバーチャージ動作を実行することが可能である。すなわち、露光完了状態
ＳＴａから第１のセット状態ＳＴ１１への移行完了時までの期間において、開口部ＯＰの
閉鎖状態が維持された状態で、バネ８８によるオーバーチャージ動作に並行して撮像素子
５からの読出処理が実行される。なお、このような読出処理は、全体制御部１０１によっ
て制御される。
【０１４０】
　ここにおいて、例えば上記の第１の従来技術のように、バネのオーバーチャージ動作に
伴って後幕が開放位置へと移動するシャッタ装置を比較例として想定する。図２１は、当
該比較例に係るシャッタ装置の動作を示すタイミングチャートである。
【０１４１】
　このような比較例に係るシャッタ装置においては、バネのオーバーチャージ動作に伴っ
て後幕が必ず開放位置へと移動するため、後幕を閉鎖したままバネのオーバーチャージ動
作を実行することができない。そのため、当該比較例に係るシャッタ装置においては、図
２１に示すように、まず、後幕を閉鎖したまま画素の読出動作を完了させた後に、バネの
オーバーチャージ動作を開始するという順序で各動作が逐次的に実行される。
【０１４２】
　したがって、比較例においてバネのオーバーチャージが完了する時刻Ｔ１５は、上記実
施形態におけるオーバーチャージ完了時刻Ｔ１２よりも遅くなる。例えば、撮像素子５か
らの画素読出時間が値ｔ１（例えば１００ミリ秒）であり、オーバーチャージ時間が値ｔ
２（例えば１００ミリ秒）であるとすると、比較例に係るシャッタ装置においては、オー
バーチャージ完了までに両者の合計値（（ｔ１＋ｔ２）秒、例えば２００ミリ秒）を要す
る。
【０１４３】
　一方、上記実施形態に係る動作によれば、オーバーチャージ完了までの時間は、値ｔ１
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と値ｔ２との両者の合計値ではなく、当該両者のうちの一方の値（例えばｔ１＝１００ミ
リ秒）のみで済む。
【０１４４】
　このように、上記実施形態に係る動作によれば、露光完了時刻からバネ８８のオーバー
チャージが完了するまで（端的に言えば次の撮影が可能になるまで）の期間を短縮するこ
とが可能である。
【０１４５】
　また、その後にシャッタ幕を開放する場合であっても、さらにシャッタ開放に要する時
間（図１６の状態から図１８の状態への移行時間）ｔ３（例えば３０ミリ秒）（ｔ３＜ｔ
２）を加えるだけで済む。したがって、ライブビューモードにおいて次の撮影準備が完了
するまでの期間を短縮することも可能である。
【０１４６】
　特に、ライブビューモードにおいては、電磁石９５に通電することなくバネ８８のオー
バーチャージ状態を維持して省電力化を図るとともに、露光完了時刻からバネ８８のオー
バーチャージが再び完了するまでの期間を短縮することが可能である。
【０１４７】
　また特に、連写時において上記の動作を繰り返し実行することによれば、或る撮影画像
に関する露光完了時刻から次の撮影画像の撮影が可能になるまでの時間を短縮することに
よって、連写性能を向上させることが可能である。
【０１４８】
　　＜７．光学ファインダによる撮像時のシャッタ動作＞
　上記においては、ライブビューモード時の撮影動作についてシャッタ動作を中心に説明
したが、これに限定されない。例えば、光学ファインダによる撮影動作においても、上記
のシャッタ装置７を用いることができる。
【０１４９】
　具体的には、ＯＶＦモードにおいて、露光終了直後の状態ＳＴａ（図１５）から第１の
セット状態ＳＴ１１（図１６）へと遷移した状態で停止して、ＯＶＦモードにおける構図
決め動作を実行するようにすればよい。また、その後は、レリーズボタン１１の押下に応
じて、図１７、図１８および図１９の各状態へと高速に順次に変遷するようにすればよい
。
【０１５０】
　あるいは、図１６の状態ＳＴ１１において、レリーズボタンの押下に応じて、電磁石９
５に通電するとともにチャージ部材８３を直ちに反時計回りに回転させることによって、
図１７および図１８の状態を経由することなく、直接的に図１９の状態ＳＴｂに遷移する
ようにしてもよい。
【０１５１】
　その後、上記と同様の動作を行うことによって、露光開始直前の状態ＳＴｂ（図１９）
から露光終了直後の状態ＳＴａ（図１５）へと遷移し、さらに第１のセット状態ＳＴ１１
（図１６）へと復帰するようにすればよい。
【０１５２】
　特に、上述のシャッタ装置７を用いた撮像装置１においては、ライブビューによる構図
決め動作とＯＶＦによる構図決め動作との双方が可能である。そして、ライブビューによ
る構図決め動作では、シャッタ装置７において、バネ８８がオーバーチャージされ且つ後
幕が開放位置に存在する状態（第２のセット状態ＳＴ１２）が用いられる。この状態ＳＴ
１２は、電磁石９５の通電を伴わずに維持される。一方、ＯＶＦによる構図決め動作では
、シャッタ装置７において、バネ８８がオーバーチャージされ且つ後幕が閉鎖位置に存在
する状態ＳＴ１１が用いられる。この状態ＳＴ１１も、電磁石９５の通電を伴わずに維持
される。このように、双方の状態ＳＴ１１，ＳＴ１２は、いずれも、電磁石９５の通電を
伴わずに実現される。したがって、省電力化を図ることが可能である。
【０１５３】
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　　＜８．その他＞
　以上、この発明の実施の形態について説明したが、この発明は上記説明した内容のもの
に限定されるものではない。
【０１５４】
　たとえば、上記実施形態においては、駆動部材８１と駆動部材８２とが同じ軸ＡＸ１を
中心に回動する場合を例示したが、これに限定されず、駆動部材８１と駆動部材８２とは
互いに異なる軸を中心にそれぞれ回動するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１５５】
【図１】撮像装置の正面外観図である。
【図２】撮像装置の背面外観図である。
【図３】撮像装置の機能構成を示すブロック図である。
【図４】撮像装置の断面図である（ミラーダウン状態）。
【図５】撮像装置の断面図である（ミラーアップ状態）。
【図６】シャッタ装置の構成を示す概略図である。
【図７】シャッタ装置の一部を示す拡大図（開口部閉鎖状態）である。
【図８】シャッタ装置の一部を示す拡大図（開口部開放状態）である。
【図９】駆動機構における或る構成部品を示す図である。
【図１０】駆動機構における別の構成部品を示す図である。
【図１１】駆動機構における更に別の構成部品を示す図である。
【図１２】駆動機構の断面図である。
【図１３】チャージ部材を駆動する駆動部を示す図である。
【図１４】チャージ部材を駆動する駆動部を示す図である。
【図１５】駆動機構の一連の動作を示す図である（露光終了直後の状態）。
【図１６】駆動機構の一連の動作を示す図である（第１のセット状態）。
【図１７】駆動機構の一連の動作を示す図である。
【図１８】駆動機構の一連の動作を示す図である（第２のセット状態）。
【図１９】駆動機構の一連の動作を示す図である（露光開始直前の状態）。
【図２０】ライブビューモード時の撮影動作に関するタイムチャートである。
【図２１】比較例に係る動作を示すタイムチャートである。
【符号の説明】
【０１５６】
　１　撮像装置
　５　撮像素子
　７　シャッタ装置
　７１　シャッタ地板
　７３ａ，７３ｂ，７３ｃ　後羽根群（後幕）
　８１，８２　駆動部材
　８１ｄ　鉄片部材
　８１ｅ　接触面（被押動面）
　８２ａ　リンクピン
　８２ｂ　円弧状突出部
　８２ｆ，８２ｎ，８３ｎ　接触面
　８３　チャージ部材
　８３ｂ　腕部
　８３ｃ　係合部
　８８，８９，９３　バネ
　９５　電磁石
　ＯＰ　開口部
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】



(29) JP 2010-34818 A 2010.2.12

【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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